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【ハンズネクスト】
今年度第 1回目の協議会が 6月25日（月）に開
催されました。
本協議会は、県内主要地域の小中学校長と教育
委員会の担当者に集まっていただき、全県的な視点
でプロジェクトの課題や運営について話し合う会議
です。現在、栃木県教育委員会と9市・1町から構
成される組織となっています。今回は、まず、進村
武男宇都宮大学長、茅野甚治郎理事、青木孝浩栃
木県教育委員会指導主事よりご挨拶をいただきまし
た。
まず、平成 23 年度事業報告と平成 24 年度事業
計画の了承を得た後で、田巻が、今年 3月に実施し
た 2回目の「栃木県外国人生徒進路調査」の報告
をしました。
今回の調査では、調査票を送付した 165 の学校
のうち 51の学校から128人の卒業生について回答
が寄せられました。栃木県教育委員会によりますと、
平成 23 年 9月1日現在の県内中学 3 年次外国人
生徒数は 168人です。全体の約 75%に該当する卒
業生の進路結果が把握できたことになります。128
人のうち、日本語指導が必要な生徒は 27人（21.1%）、
拠点校在籍者は 46人（35.9%）でした。国籍別で
はペルーが 39人、ブラジルが 31人で、両国籍で
約 55%です。母語別では、日本語が一番多く37人
（28.9%）、次いで、スペイン語 25人（19.5%）、ポル
トガル語 21人（16.4%）の順でした。来日年齢では、
日本生まれが 40人（31.3%）で一番多い結果でした。
「外国人生徒」といっても、日本で生まれている生
徒や日本語を母語とする生徒が一番多い状況となっ
ています。
進学希望者は 116人（90.6%）、進学率は 88.3%
でした。昨年は回答が寄せられた 141 名中、進学
希望者は 118人（83.7%）で、進学率は 78.0%だっ
たので、進学希望率・進学率共に前回より高い結果
となりました。特別選抜措置受検該当者（入国後 3
年以内の生徒）は 13 名いましたが、受験したのは
7名でした（7名全員が合格、そのうち日本語指導
の必要な生徒は 6 名）。この調査結果の詳細は、『教
員必携』などで報告する予定です。
次に、「多言語による高校進学ガイダンス」につ
いて情報・意見交換しました。本プロジェクトでは、
一昨年 1回（本学）、昨年 2 回（本学と真岡市）ガ
イダンスを行いましたが、参加者からはおおむね好
評を得ました。「進路について家庭内で話し合うきっ
かけになった」、「具体的進路選択につながった」、「卒
業生の体験談発表では、同じ道を歩んだ先輩たち
からの励ましによって、学習意欲や進路選択に関す
る意欲が高まった」など具体的な意見も多く寄せら
れました。とは言っても、なかなか難しい問題も少
なくありません。会議では、「開催通知配布は校長
会の協力を得ているが、外国人児童生徒とその保
護者のところまで通知が届いているかどうか疑問」、
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「資料作成にあたり、どのような内容にするのか。自
治体ごとのローカルな情報など何をどのように掲載す
るのかが検討課題ではないか」、「通訳者は、学校
教育に明るい人材で外国人児童生徒の状況がよく理
解できている人材を活用するが、発掘・確保・利用
が課題」、「地域でのガイダンスの開催の意義は認め
られても、地域単独で行うには予算や人材確保が難
しい」等の意見が出されました。本プロジェクトでは、
地域でのガイダンス開催に向けて全面的な協力を行
うつもりでいます。この時点では決まりませんでした
が、後日の打ち合わせで、11月 4日（日）真岡市、
12月2日（日）大田原市での開催が決定しました。
最後に、12月2日（日）開催のフォーラムについ
て意見交換しました。昨年は 3部構成 ｢創作劇｣（本
学学部生と院生によるシナリオ・演出）、｢教員・指
導者にとって有効な手引き書について考える｣、｢進
学ガイダンスのあり方について考える｣ でしたが、学
生による創作劇がとても好評だったため、今回も学
生主体の企画をぜひ入れたいということで意見が一
致しました。このほか、進路調査や進学ガイダンス
の蓄積が出来てきているので「進学問題」について
幅広く検討する場を設けるべき、HANDS3 年間の
成果と課題を「外部評価」という形で行うべき等、
様々な意見が出されました。2回目の協議会の時に、
内容を確定したいと考えています
県内全域から小中学校長と教育委員会担当者に
お集まりいただくこのような会議は、全国的にも例が
ない貴重なものです。関係者皆様のより一層のご理
解とご協力をお願い申し上げます。
2012 年 7月25日と26日の 2日間、宇都宮市教
育委員会東生涯学習センタ （ー以下、東生涯学習セ
ンター）とHANDSプロジェクトの共催で「子ども
国際理解サマ スークール」（以下、サマ スークール）
が行われました。本事業は、HANDSとしては 3
度目となる協力です。宇都宮市内の小学校 4 年生
から 6 年生を対象に受講生を募集し、宇都宮市内
から24 名の児童の参加がありました。2 回目の参
加者が 3 割もいて嬉しかったです。
第1日目：7月25日10 時 ~14時
テーマ「ゲームいっぱい（^^）友だちいっぱい♡」
1日目は、大田原市にあるソスィエダデ・エドゥ
カスィオナウ・ブラジリアン・スクール（Sociedade 
Educacional Brazilian School、以下 SEBS）に通
う児童生徒との交流がメインとなるプログラム構成
でした。この交流は毎年行っていて今年で 3度目
です。
開校式の後、まず、ブラジルの生活習慣である
10 時のおやつを、ちょっとした異文化として体験し
ました。ブラジルから輸入されたクッキーとトロピカ
ルなジュ スーを用意しました。日本人の受講生の多
くは、｢おいしい！｣ ｢もっと欲しい！｣ とはじめての
味に目を丸くして、おいしくいただきました。
その後、3つのゲームで交流しました。
①「サインちょうだいゲーム」
講師の先生方からポルトガル語での、自分の名
前の伝え方や相手の名前の尋ね方など学習し、そ
れを実践し、相手からサインをもらうゲームです。
子どもたちは、ご褒美シールを目当てに、たくさん
のお友だちと会話し、10 分間で10人以上からサイ
ンをもらえた児童も何人もいました。
② ｢動物のオーケストラゲーム｣
まず、講師の先生方から動物名とその鳴き声を
ポルトガル語で教えていただきました。日本語とポ
ルトガル語での鳴き声の違いに非常に驚いていまし
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